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最終号は「先生の言葉」です。これからい
ろんな先生や先輩等、多くの人と出会うと思
います。人との出会い・縁を大切にし、人か
らいろんなことを学んで成長してください。
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心に残る先生の言葉
今でも心に残る

「先生の言葉」
私は、毎朝、早い時間に自家用車で学校

へ出勤しています。車中で聞いているＦＭラ
ジオ番組の中に「ありがとう先生」というコー
ナーがあり、それはリスナーから寄せられた
ハガキを読み上げるものです。大人になった
今でも、学生時代に言われた印象に残って
いる先生の言葉を紹介しています。
その中で、中学生の皆さんに為になる言

葉とエピソードを紹介します。何か自分の励
みや教訓になる言葉があれば、これからの
人生に活かしてください。

勉強したくないならしなければいい。で
も、将来その責任を取るのは自分自身。

中学生の時、勉強が大嫌いだった私に先
生がくれた言葉です。自分のために勉強す
る、ということを初めて意識しました。それ以
来、自ら勉強するようになったので、先生に
はとても感謝しています。

「いちおう」をつけて話すな。

高校の最初の授業で自己紹介した時に、
「中学校ではいちおう卓球部でした」と言った
ら、先生が一言。卓球が好きなのに、地味だ
と思われるのが嫌で、「いちおう」を付けてご
まかした自分が恥ずかしくなりました。おか
げで胸をはることができ、高校でも卓球を続
けました。

勝てると思った時点で、その勝負は負
ける。

中学のソフトテニス部の大事な試合で、大
量リードしていたので「勝てる」と思ったら、
調子を崩して逆転負け。先生から私の油断
を指摘され、深く反省しました。大切なときに
は必ずこの言葉を思い出し、気を引き締め
るようにしています。

未来のあなたが戻りたくなるのは今か
も知れない。まだ間にあう今から頑張れ。

受験を意識した高２の春休み。「勉強して
いればよかった。1年に戻りたい」とこぼした
ら先生に言われました。この言葉で奮起し、
手の届かなかった大学に合格できました。

リーダーになるなら嫌われる覚悟を。

中学時代、弱小だったソフトテニス部で部
長をしていました。勝てるチームにしたくて奮
闘していましたが、部員とうまくいかず、自信
をなくしていたら、先生が一言。部長としてや
るべきことを徹底してやることができ、試合
で結果を残すことができました。

やる前から「ムリ」っていうな！

小学６年生の時、なんでもすぐに「ムリ！」
と言う私たちに、先生はいつもこの言葉を言
いました。大人になった今、人生の岐路に立

つたびにこの言葉を思い出し、挑戦してみよ
うという気持ちにさせられます。

悪い時は落ち込まず、いい時は調子に
乗らず。

通っていた高校が進学校だったので、模
試などが多く、毎回の結果に一喜一憂して
いました。そんな時に先生からもらった一言
です。その後の就活や仕事でも、折に触れ、
思い出します。

授業で勝負！

小学５年生の時、塾に通う友だちが多か
ったのですが、担任の先生が言ったこの言
葉が心に響きました。中学生になりました
が、僕はその言葉を胸に、塾に行かずに授
業をしっかり聞いてがんばっています。

人に負けてもいい。でも、自分の弱さに
は絶対負けるな。

小学校の担任の先生が卒業アルバムに
書いてくれた言葉です。その後、高校の部活
でレギュラーになれず落ち込んだ時も、この
言葉に励まされました。今でも思い出す大切
な言葉です。

落ちているゴミに、気づける人になりな
さい。

中学に入学して初めての授業で先生が言
った言葉です。落ちているゴミはもちろん、も
し誰かが困っていたら、まず、気づける人に
なりなさい、と。大人になる私たちに、大切な
ことを教えてくれました。

努力することはキツくない、サボった後
のほうがキツい。

陸上部だった高校時代。1日だけズル休
みをしてしまい、その翌日、顧問の先生から
こう言われました。それ以来、練習が楽しく
なり、インターハイまで行けました。今、野球
をしている息子にこの言葉を送りたいです。

テストで満点を取ろうが、部活で優勝
しようが、掃除ひとつできないなら、私
は認めない。

学生時代、クラスのみんなが掃除の時間
をいい加減に過ごしていました。そんな私た
ちに先生が言った言葉です。今もこの言葉
を忘れず、きちんと掃除もしています

今の失敗なんか大人になってからみ
ると大した事ない。挑戦しなさい。

サッカー部の県大会予選でPK戦のキッカ
ーに指名され、ビビっていた時に監督から言
われた言葉です。おかげで見事にゴールを
決めることができました。この経験が今でも
僕の自信に繋がっています。

モノを大切にできない人に上達はない。

中学の技術の授業で、糸ノコを使いこな
せずイライラしていた私は、道具を乱暴に扱
ってしまいました。そんな私を見て先生が一
言。反省しました。それ以来、どんなモノにも
愛情をもって接するようになりました。

自信とは、自分がやってきたことを信
じること。

中学の卓球部の試合で、対戦相手にビビ
っている私に顧問の先生が一言。おかげで
一生懸命練習してきたことを思い出し、気持
ちが吹っ切れて、全力で試合に臨むことが
できました。

３年生を送る会（２月１８日）


